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琉
球
大
学
に
お
け
る
民
俗
学
教
育
の
歩
み 
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嶺
政
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私
は
、
琉
球
ア
ジ
ア
文
化
専
攻
の
琉
球
民
俗
学
コ
ー
ス
の
担
当
教
員
と
し
て
定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
機
会
に
、

私
が
関
わ
っ
て
き
た
琉
球
大
学
（
以
下
で
は
琉
大
）
に
お
け
る
民
俗
学
教
育
の
歩
み
に
つ
い
て
書
き
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
民
俗

学
教
育
と
は
言
っ
て
も
、
教
育
の
内
容
に
関
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
教
育
に
関
す
る
組
織
を
め
ぐ
る
問
題
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
お
こ

と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。 

本
題
に
入
る
ま
え
に
、
関
連
す
る
私
の
学
歴
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
琉
大
の
理
工
学
部
電
気
工
学
科
へ
入
学
し
た

の
は
、
沖
縄
が
日
本
に
復
帰
す
る
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
の
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
入
学
後
は
、
理
工
系
の
勉
強
に
さ
っ
ぱ
り

意
欲
が
わ
か
ず
、
一
方
で
法
文
学
部
に
「
人
類
学
」
と
い
う
学
問
を
学
べ
る
学
科
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
途
中
で
転
学
部
転
学
科
を
す

る
こ
と
に
し
た
。
法
文
学
部
の
社
会
学
科
に
は
、
一
九
七
二
年
に
教
授
・
馬
淵
東
一
、
助
教
授
・
饒
平
名
健
爾
の
体
制
で
社
会
人
類
学

講
座
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
社
会
学
科 

へ
の
転
学
科
が
認
め
ら
れ
て
社
会
人
類
学
を
専
攻
し
た
。
当
時
の
琉
大
に
は
学
生
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
の
「
民
俗
研
究
ク
ラ
ブ
」
が

あ
っ
て
ク
ラ
ブ
活
動
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
民
俗
学
を
専
攻
で
き
る
教
育
組
織
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。 

一
九
七
八
年
の
琉
大
卒
業
と
同
時
に
、
筑
波
大
学
大
学
院
修
士
課
程
の
地
域
研
究
科
に
進
学
し
た
。
筑
波
大
学
の
大
学
院
は
、
人
類

学
と
民
俗
学
の
両
方
が
学
べ
る
環
境
に
な
っ
て
い
た
が
、
地
域
研
究
科
で
の
指
導
教
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
の
は
民
俗
学
の
宮
田
登
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先
生
で
、
「
門
中
と
村
落
―
沖
縄
南
部
離
島
久
高
島
に
お
け
る
事
例
研
究
―
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
修
士
論
文
を
提
出
し
て
、
一
九
八

一
年
の
三
月
に
地
域
研
究
科
を
修
了
し
た
。 

筑
波
大
学
で
さ
ら
に
一
年
間
の
研
究
生
生
活
を
終
え
た
一
九
八
二
年
に
沖
縄
に
戻
り
、
沖
縄
大
学
等
で
の
非
常
勤
講
師
の
仕
事
を
五

年
間
ほ
ど
し
て
後
に
、
琉
大
に
採
用
さ
れ
た
の
は
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
の
四
月
で
あ
っ
た
。
私
を
採
用
し
て
く
れ
た
の
は
、
私

に
と
っ
て
古
巣
で
あ
る
法
文
学
部
の
社
会
学
科
で
、
社
会
人
類
学
の
講
師
と
し
て
の
採
用
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
社
会
学
科
で
仕
事
を
し

た
の
は
一
年
間
だ
け
で
、
翌
年
の
一
九
八
八
年
に
は
、
比
嘉
政
夫
先
生
と
の
ト
レ
ー
ド
と
い
う
か
た
ち
で
、
当
時
の
短
期
大
学
部
（
後

に
廃
部
）
に
転
任
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
五
年
後
の
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
は
、
短
期
大
学
部
か
ら
教
養
部
へ
の
転
任
と
な
る
が
、

国
立
大
学
の
教
養
部
廃
止
と
い
う
全
国
的
な
流
れ
の
中
で
、
琉
大
に
お
い
て
も
四
年
後
の
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
に
教
養
部
が
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
短
期
大
学
部
と
教
養
部
時
代
に
私
が
担
当
し
た
科
目
は
共
通
教
育
科
目
の
「
文
化
人
類
学
」
（
現
在
の
「
人
類

文
化
の
比
較
」
）
が
主
で
、
関
連
科
目
と
し
て
「
社
会
学
」
や
留
学
生
向
け
の
「
日
本
事
情
」
な
ど
も
担
当
し
た
が
、
社
会
人
類
学
の

専
門
科
目
の
教
育
に
関
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

一
九
九
七
年
の
教
養
部
の
廃
止
と
連
動
す
る
か
た
ち
で
法
文
学
部
で
改
組
が
行
わ
れ
、
私
も
法
文
学
部
に
配
置
換
え
と
な
っ
た
。
こ

の
改
組
に
よ
っ
て
琉
大
に
は
じ
め
て
「
民
俗
学
」
と
い
う
学
問
を
専
門
に
学
べ
る
組
織
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
法
文
学

部
の
な
か
に
「
人
間
科
学
科
」
と
い
う
新
し
い
学
科
が
設
置
さ
れ
、
人
間
科
学
科
の
中
の
「
地
理
・
人
類
学
専
攻
課
程
」
の
一
履
修
コ

ー
ス
と
し
て
「
民
俗
学
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
民
俗
学
担
当
の
初
代
の
教
授
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
僚

と
し
て
一
緒
に
民
俗
学
を
担
当
し
て
く
れ
た
の
が
、
後
に
熊
本
大
学
に
転
出
す
る
こ
と
に
な
る
鈴
木
寛
之
氏
で
あ
っ
た
。 

さ
ら
に
法
文
学
部
で
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
に
も
改
組
が
行
わ
れ
た
結
果
、
「
国
際
言
語
文
化
学
科
」
に
「
琉
球
ア
ジ
ア

文
化
専
攻
課
程
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
配
置
換
え
と
な
っ
た
私
は
、
新
設
の
「
琉
球
民
俗
学
履
修
コ
ー
ス
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
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っ
た
。
「
人
間
科
学
科
」
の
「
地
理
・
人
類
学
専
攻
課
程
」
は
「
地
理
・
歴
史
・
人
類
学
専
攻
課
程
」
と
名
称
を
改
め
、
「
民
俗
学
コ

ー
ス
」
は
そ
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
こ
と
に
な
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
法
文
学
部
内
に
「
琉
球
民
俗
学
コ
ー
ス
」
と
「
民
俗
学
コ
ー

ス
」
と
い
う
二
つ
の
民
俗
学
コ
ー
ス
が
存
在
す
る
状
況
と
な
る
が
、
「
琉
球
民
俗
学
」
は
同
じ
専
攻
内
に
あ
る
琉
球
史
や
琉
球
語
学
、

琉
球
文
学
研
究
な
ど
と
の
連
繋
が
可
能
で
、
一
方
の
「
民
俗
学
コ
ー
ス
」
の
場
合
は
、
同
じ
専
攻
内
に
あ
る
社
会
人
類
学
、
考
古
学
と

の
連
繋
が
可
能
で
あ
る
、
い
う
こ
と
で
差
別
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。 

 

法
文
学
部
の
改
組
は
さ
ら
に
続
き
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
四
月
に
は
、
旧
来
の
法
文
学
部
と
観
光
産
業
科
学
部
が
解
体
と
な

り
、
「
人
文
社
会
学
部
」
と
「
国
際
地
域
創
造
学
部
」
が
新
設
さ
れ
た
。
私
が
担
当
し
て
き
た
琉
球
民
俗
学
は
、
人
文
社
会
学
部
の
「
琉

球
ア
ジ
ア
学
科
」
の
な
か
の
「
歴
史
・
民
俗
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
「
地
理
・
歴
史
・
人
類
学
専
攻
課
程
」
の

民
俗
学
は
、｢

国
際
地
域
創
造
学
部｣

(
「
国
際
地
域
創
造
学
科
」)

の
「
地
域
文
化
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

以
上
が
琉
大
に
お
け
る
民
俗
学
教
育
の
歴
史
の
大
筋
で
あ
る
が
、
民
俗
学
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
者
と
し
て
、
い
く
ら
か
の
雑
感
を

書
き
留
め
て
お
き
た
い
。 

先
述
の
と
お
り
、
私
が
琉
大
に
採
用
さ
れ
た
の
は
一
九
八
七
年
で
あ
る
が
、
民
俗
学
の
専
門
教
育
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
一

〇
年
後
の
一
九
九
七
年
か
ら
で
あ
る
。
私
が
学
部
教
育
で
専
攻
し
た
の
が
社
会
人
類
学
、
大
学
院
で
の
指
導
教
授
は
民
俗
学
者
の
宮
田

登
、
琉
大
に
採
用
さ
れ
た
の
は
社
会
人
類
学
講
座
と
い
っ
た
事
情
も
手
伝
っ
て
、
自
分
自
身
の
沖
縄
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
当
初

は
社
会
人
類
学
（
文
化
人
類
学
）
と
民
俗
学
を
区
別
す
る
必
要
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
「
民
俗
学
」

の
担
当
教
員
と
も
な
れ
ば
、
そ
う
も
言
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
状
況
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。 

民
俗
学
の
担
当
教
員
に
な
っ
て
以
降
は
、
民
俗
学
の
勉
強
に
そ
れ
な
り
に
努
力
し
て
き
た
が
、
正
直
言
っ
て
、
今
で
も
学
生
た
ち
に
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民
俗
学
を
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
自
分
の
勉
強
不
足
は
棚
上
げ
し
た
う
え
で
考
え
て
み
る

と
、
指
導
の
一
環
と
し
て
、
日
本
民
俗
学
の
創
始
者
で
あ
る
柳
田
国
男
の
著
書
を
読
む
こ
と
を
学
生
た
ち
に
薦
め
る
の
だ
が
、
そ
の
一

方
で
は
、
民
俗
学
界
の
中
で
、
柳
田
民
俗
学
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
揺
れ
て
き
た
と
い
う
学
史
的
状
況
と
、
ま
た
、
今
日
に
お
い
て
さ
え

も
、
柳
田
民
俗
学
の
評
価
に
つ
い
て
定
説
と
い
え
る
も
の
が
確
立
し
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
に
思
い
至
る
。
民
俗
学
の
担
当
教
員

と
し
て
定
年
を
迎
え
る
機
に
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
み
た
い
。 

柳
田
が
没
し
た
の
は
一
九
六
二
年
だ
か
ら
、
す
で
に
六
十
年
近
く
が
経
過
し
て
い
る
。
柳
田
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
た
弟
子
た
ち
を

第
一
世
代
と
す
れ
ば
、
第
一
世
代
の
ほ
と
ん
ど
は
す
で
に
他
界
し
、
現
在
の
民
俗
学
界
の
中
核
を
占
め
る
の
は
、
第
二
世
代
の
一
部
と
、

第
三
世
代
以
下
の
人
た
ち
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
一
世
代
と
第
二
世
代
が
学
界
に
同
居
し
て
い
た
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年

代
に
か
け
て
、
出
版
界
を
中
心
に
し
た
「
柳
田
国
男
ブ
ー
ム
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

第
二
世
代
の
代
表
的
存
在
で
あ
り
、
今
や
民
俗
学
界
の
重
鎮
で
あ
る
福
田
ア
ジ
オ
の
『
日
本
民
俗
学
方
法
序
説
―
柳
田
国
男
と
民
俗

学
―
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
九
八
四
年
で
（
所
収
論
文
の
大
半
は
一
九
七
〇
年
代
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
）
、
柳
田
民
俗
学
の
方
法
（
主

と
し
て
「
周
圏
論
」
と
「
重
出
立
証
法
」
）
に
対
す
る
根
本
的
な
批
判
の
書
と
し
て
学
界
に
迎
え
ら
れ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
福
田
ア
ジ

オ
は
、
あ
る
特
定
の
民
俗
要
素
に
つ
い
て
全
国
規
模
で
の
比
較
研
究
を
行
う
重
出
立
証
法
を
批
判
し
、「
民
俗
を
伝
承
母
胎
に
お
け
る
歴

史
的
展
開
を
蓄
積
し
て
い
る
も
の
と
し
て
理
解
し
、
そ
の
諸
民
俗
の
相
互
関
連
を
構
造
・
機
能
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
伝
承

母
胎
に
お
け
る
歴
史
的
展
開
過
程
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
そ
の
方
法
の
こ
と
を
「
個
別
分
析
法
」
と
命
名
し
て
い
る
（
福

田 

前
掲 

九
二
〜
一
〇
九
頁
）
。 

 

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
沖
縄
研
究
に
お
い
て
は
、
欧
米
の
機
能
・
構
造
主
義
的
人
類
学
の
影
響
を
受
け
た
社
会
人
類
学
的
研
究
が
、

村
落
単
位
の
家
や
門
中
、
祭
祀
組
織
の
分
析
に
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う
評
価
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
福
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田
ア
ジ
オ
の
柳
田
批
判
と
個
別
分
析
法
の
提
唱
は
、
私
に
と
っ
て
非
常
に
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
と
し
て
目
の
前
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を

言
い
換
え
れ
ば
、
柳
田
の
著
書
を
ろ
く
に
読
む
こ
と
な
く
、
福
田
の
論
考
を
通
し
て
柳
田
民
俗
学
を
理
解
し
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
た

こ
と
に
も
な
る
。
福
田
は
、
一
九
九
二
年
に
柳
田
民
俗
学
へ
の
入
門
書
と
し
て
『
柳
田
国
男
の
民
俗
学
』
を
出
版
し
て
お
り
、
福
田
の

柳
田
民
俗
学
批
判
は
、
広
く
人
口
に
膾
炙
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
柳
田
民
俗
学
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
植
民
地
主
義
を
見

出
し
て
批
判
し
た
村
井
紀
の
『
南
島
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
発
生
―
柳
田
国
男
と
植
民
地
主
義
―
』
（
一
九
九
二
）
と
、
川
村
湊
『
「
大
東
亜

民
俗
学
」
の
虚
実
』
（
一
九
九
六
）
と
い
う
二
冊
の
著
書
の
刊
行
も
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
柳
田
批
判
の
流
れ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
柳
田
民
俗
学
の
再
評
価
の
動
き
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
新
谷
尚
紀
の
『
柳
田
民
俗
学
の
継
承
と
発
展
』（
二
〇
〇
五
、
吉
川
弘
文
館
）
と
、
岩
本
通
弥

の
「
戦
後
民
俗
学
の
認
識
論
的
変
質
と
基
層
文
化
論
―
柳
田
葬
制
論
の
解
釈
を
事
例
に
し
て
―
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
報
告
』
一

三
二
、
二
〇
〇
六
）
の
二
点
を
揚
げ
て
お
き
た
い
。
新
谷
の
著
書
は
タ
イ
ト
ル
に
「
柳
田
民
俗
学
の
継
承
」
と
謳
っ
た
点
で
画
期
的
で

あ
り
、
岩
本
論
文
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
柳
田
批
判
を
展
開
し
て
き
た
福
田
ア
ジ
オ
と
の
柳
田
の
葬
制
論
を
め
ぐ
っ
て
の
論
争
を
踏

ま
え
た
も
の
で
、
柳
田
民
俗
学
に
つ
い
て
正
当
な
評
価
を
行
う
た
め
に
は
必
須
の
論
文
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。 

新
谷
や
岩
本
の
著
作
の
影
響
を
受
け
て
、
私
自
身
、
沖
縄
関
係
を
中
心
に
し
た
柳
田
国
男
の
著
書
の
読
み
込
み
と
読
み
直
し
の
必
要

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
柳
田
国
男
と
沖
縄
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
柳
田
民
俗
学
の
評
価
に
お
け
る
重
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
り
、

私
自
身
の
柳
田
国
男
研
究
の
成
果
と
し
て
、「
柳
田
国
男
の
民
俗
学
と
沖
縄
」（
『
沖
縄
民
俗
研
究
』
二
六
、
二
〇
〇
八
）
を
ま
と
め
、
以

下
の
よ
う
な
見
解
を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
研
究
史
の
中
で
、
多
く
の
研
究
者
が
言
及
し
て
き
た
柳
田
国
男
の
民
俗
学
に
お

け
る
沖
縄
の
占
め
る
位
置
に
関
し
て
、
そ
の
研
究
史
と
柳
田
の
書
い
た
テ
キ
ス
ト
の
検
討
を
通
し
て
再
考
を
行
う
と
、
柳
田
の
沖
縄
認

識
は
、
「
日
本
全
体
の
最
も
古
い
姿
を
今
に
残
し
て
い
る
」
、
あ
る
い
は
「
日
本
文
化
の
祖
型
と
し
て
の
沖
縄
文
化
」
だ
と
す
る
従
来
の
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理
解
は
、
昭
和
期
に
入
る
以
前
の
柳
田
の
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
は
言
え
る
と
し
て
も
、
昭
和
に
入
っ
て
以
降
の
柳
田
の
書
い
た
も
の
に

関
し
て
言
え
ば
誤
っ
て
お
り
、
柳
田
は
沖
縄
の
民
俗
文
化
の
独
自
の
変
化
に
つ
て
も
十
分
注
意
を
向
け
て
い
た
、
と
い
う
の
が
拙
稿
の

結
論
で
あ
っ
た
。 

 

さ
ら
に
、
福
田
ア
ジ
オ
が
批
判
し
た
柳
田
国
男
の
唱
え
た
「
重
出
立
証
法
」
も
、
私
に
は
決
し
て
否
定
し
去
る
べ
き
も
の
と
は
思
え

な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
伝
承
母
体
を
重
視
す
る
福
田
の
い
う
個
別
分
析
法
も
取
扱
う
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
有
効
だ
と
考
え

て
お
り
、
修
士
論
文
を
も
と
に
執
筆
し
た
私
に
と
っ
て
最
初
の
学
術
論
文
で
あ
る
「
沖
縄
久
高
島
の
「
門
中
」
制
―
久
高
島
村
落
祭
祀

組
織
理
解
の
た
め
の
予
備
的
考
察
―
」（
『
民
族
学
研
究
』
四
七-

四
、
一
九
八
三
）
は
、
方
法
論
と
し
て
は
個
別
分
析
法
的
な
も
の
で
あ

る
。 私

に
と
っ
て
重
出
立
証
法
と
は
、
あ
る
特
定
の
民
俗
文
化
（
葬
制
、
建
築
儀
礼
、
婚
姻
、
等
々
）
に
つ
い
て
の
広
域
的
な
資
料
収
集

を
行
っ
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
「
比
較
と
綜
合
」（
柳
田
が
多
用
す
る
用
語
）
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
特
定
地
域
だ
け
の

資
料
だ
け
か
ら
で
は
み
え
て
こ
な
い
、
民
俗
資
料
の
も
つ
意
味
や
そ
の
変
遷
史
に
関
わ
る
情
報
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

も
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
私
は
、
一
九
八
五
年
に
「
ト
ゥ
ハ
シ
リ
考
―
沖
縄
の
家
の
神
に
つ
い
て
の
一
試
論
―
」
（
『
歴
史
手
帖
』
十

三-

一
〇
）
と
い
う
論
文
を
書
い
た
が
、
執
筆
当
時
に
は
自
覚
は
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
論
文
は
、
沖
縄
全
域
を
対
象
に
し

た
ト
ゥ
ハ
シ
リ
を
め
ぐ
る
「
比
較
と
綜
合
」
と
い
う
方
法
（
重
出
立
証
法
）
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
後
に
な
っ
て
気
づ
く
こ
と
が

で
き
た
。
重
出
立
証
法
を
実
践
し
た
「
ト
ゥ
ハ
シ
リ
考
」
の
評
価
は
読
者
の
判
断
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
が
、
私
自
身
は
、
そ
の
実
践

は
成
功
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
最
新
作
の
『
キ
ジ
ム
ナ
ー
考
―
木
の
精
が
家
の
神
に
な
る
―
』（
榕
樹
書
林
、
二
〇
一
八
）
も
重
出

立
証
法
を
実
践
し
た
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
成
否
の
判
定
は
、
こ
れ
も
ま
た
読
者
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

民
俗
学
の
担
当
教
員
と
し
て
定
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
琉
大
に
お
け
る
民
俗
学
教
育
の
歩
み
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
民
俗
学
教
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育
に
直
接
的
に
関
わ
っ
て
き
た
者
と
し
て
の
雑
感
も
述
べ
た
が
、
琉
大
に
お
け
る
民
俗
学
教
育
の
歩
み
を
確
認
し
、
さ
ら
に
未
来
を
展

望
す
る
際
に
、
拙
稿
が
何
ら
か
の
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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